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 　アカデミア文学・語学編へ掲載した論文を数えると，退職記念論文
集（2007）を含めて 11 編になる。すべて外国語としての日本語の教育
に関連しているが，その中で今でも記憶に残っているものがあるので，
その中から 1，2編選んで回想したいと思う。
　まず 1978 年出版の第 25 号に載せた論文執筆中の苦心が思い出され
る。これがアカデミア文学・語学編に掲載した最初であった。当時のア
カデミアは縦書きで，文学・語学編に相応しい紀要であったものの，思
わぬ緊張を強いられた。教場での日本語指導の問題点をふまえ，題目を
「常体表現と敬体表現における動詞の導入について」とし，冒頭で「日
本語の学習者が最も難しいと考える部分に場面に応ずる文体の使い分け
がある。普通に考えられる口語体と文語体の区別は，学習初期の時期で
は問題にならないが，重要なのは日常会話の文体で日本人がごく自然に
使い分けをする普通体と丁寧体である」と書いた。文中では「口語体」
「文語体」「普通体」「丁寧体，」という四つの文法用語を使ったが，当時
本学では日本語教育が始まったばかりで，学内では外国語としての日本
語をどのように扱うか周知されていなかった。加えて，周辺には国語国
文学の教員が目を光らせ，投稿論文の査読もされると知らされていたの
だ。最初の難関は文中で使用する用語をどうするかであった。
　初級日本語の指導では，丁寧体をデス，マス形とし，普通体の終止形
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を辞書形 ，音便をテ形として扱う。しかしながら，日本語教育で使う
用語をそのまま使っては，伝統的な国文法の用語から受ける語感からず
れて論文が受理されないともかぎらない。そこで，「常体表現」と「敬
体表現」で表すことにした。続けて，日本語の動詞は常体表現におい
ても敬体表現においても多種多様で複雑なため，日本語学習者にはそれ
らの語形を学習するたけでも相当な苦労が要るため，教える側で初級か
らどのように導入していくかを整理しておかねばならないことを指摘し
た。その上で，規則動詞と不規則動詞をふまえて，いわゆる国文法でい
う上一段動詞と下一段動詞を「強変化」と「弱変化」という用語を使っ
て分類した。
　結びには，動詞の種類分けから形の導き出し方を示すために五十音図
を使い，語幹と「造形部」に分けた導入法を紹介した。この方法は日本
語の動詞の導入に使いやすいし，学習者には理解しやすい方法であると
今でも思っている。
　本学の外国人留学生別科は英語名称を Center for Japanese Studies と称
するが，創設当初から日本の文化はホームスティなどを通して，実体
験させることがひとつのプログラムの柱となっていた。70 年度当初で
は画期的な試みであった。ところが，留学生の数が増えるに従って，日
本語教育で思わぬ現象が生じるようになった。どうも教室で習う日本語
と教室の外で使われている日本語が違うんじゃないかという声が出始め
た。教室作業だけに力を注いでいて，かれらが生活の場で接する話しこ
とばについては失念していた。「ワカラン」を「わかりません」と結び
つける教育が必要だと気づかされた。この反省がアカデミア文学・語学
編第 36 号（1984）に掲載した「語学教育の日本語と生活語としての日
本語」となった。
　ある一定の地域で使われる言葉を方言とするが，語学教育上，それを
「生活語」という枠組に入れ，滞在期間の長さによって三つに分けた日
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本語学習者グループと日本人 18 家族を対象としてアンケート調査と面
接調査と行った。調査項目は初級日本語教育で指導される動詞文と形容
詞文から 20 文型を選び，それに同じ意味を持つ「生活語」の言い回し
を 36 例あてた。アンケート用紙には ，例えば，「よく知っています」ヨー
シットル YOOSITTORU /joosiqtoru/，のようにカタカナとローマ字表記
以外に音韻表記も付けた。名古屋方言の音調で録音したテープも使った。
日本人家族にはホームファミリーを選んだので，足を運んで調査するこ
とができた。
　集計を基にして，「生活語」でよく使う言い回しとよく聞く言い回し
をそれぞれ 15 文例を取り出した。その結果から教育上扱う必要のある
「生活語」の文法を抽出した。
　1. 勧誘表現は助動詞（ヨ）ウが短縮される。
　　　例　食べよう〜タベヨ，行こう〜イコ
　2. 動詞打ち消しの助動詞ナイは（ラ）ンとなる。
　　但し ,—セン，—ヘン，—シン形は理解語とする。
　　　例　食べない〜タベン，　わからない〜ワカラン
　3. 動詞連用形テに下接したイルのーテイルは ートルとなる。
　　　例　食べているータベトル
　4. 形容詞のウ音便の形に下接する打ち消し形は ナイやナルになる。
　　　例　高くないータカナイ，高くなるータカナル
　5. 敬語表現 ーていらっしゃるは -—テミエルとなる。
　　　例　食べていらっしゃるータベテミエル
教育上の対象とする必要がない「生活語」の文法は，中部地方の方言で
はあるが，使用地域は限られていて，日本語学習者があまり耳にしない
表現となっていた。例えば，次のような表現を取り出すことができた。
　1. 理由を表すーサイニとーサイガ
　　　例　タベトルサイニ，タベトルサイガ
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　2. 勧誘表現に用いるーマイ
　　　例　タベヨマイ
　3. 命令の意を含む語末のーチョ
　　　例　テベテチョ
　4. 語末にくるガ行音ギャー
　　　例　オイシイギャー
　5. 敬語表現の〜ラッセル
　　　例　タベトラッセル
　最後に教室で「生活語」を習いたいかの意識調査を行ったが，結果は
習いたいが 54.5% で習いたくないは 45.5% であった。別科の留学生は
短期留学生なので 1 年後には母校の大学へ戻っていくため，「生活語」
の理解は日本滞在期間だけの習得と考えていることがわかった。
　「生活語」の調査は方言調査の 1種で，一つひとつが発見であり，教
室作業に結びつけていくための貴重な体験であった。この調査について
は，方言学の一人者である徳川宗賢先生から丁寧なアドバイズを受けた
ことが懐かしく思い出される。
　一介の日本語教師が教場で生じる問題をテーマにして研究したのは，
ひとえによりよい日本語教育を目指すためであったが，教場作業だけで
なく，その結果を本学の紀要であるアカデミア文学・語学編に投稿でき
たことは誠に幸いであった。
